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■
２ 期 目 の 抱 負

　
就 任 し て 間 も な く 、 世 界

中 で 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が猛 威 を 振 る い 始 め た 。 １ 期目 の ４ 年 間 は 、 感 染 症 か ら市 民 の 皆 さ ま の 健 康 、  生 活 、そ し て 命 を 守 り 抜 く た め 、闘 っ て き た 。 た だ し 、 コ ロナ 対 策 以 外 に も さ ま ざ ま な計 画 を じ っ く り 練 る な ど やれ る こ と は や っ て き た 。　
こ れ か ら の ４ 年 間 は 、 １

期 目 で 蒔 い た 種 の 花 を 咲 かせ る こ と に 力 を 注 ぎ た い と考 え て い る 。 コ ロ ナ 収 束 後の 新 し い 時 代 の 中 で 、 市 民の 皆 さ ま が よ り 一 層 豊 か に暮 ら し て い け る よ う 、 す べて の 皆 さ ま に 寄 り 添 っ て いく 。  「 市 民 く ら し 満 足 度 ナン バ ー ワ ン の あ た た か さ あふ れ る 土 浦 市 政 」 の 実 現 に向 け て 、 果 敢 に チ ャ レ ン ジし て い く 。　
そ し て 私 た ち の 夢 だ っ た

Ｔ Ｘ の 土 浦 延 伸 。 私 た ち の熱 意 が 実 を 結 び 、 こ れ ま で夢 だ っ た も の が 目 標 に 変わ っ た 。 こ と し は 実 現 に 向け て 前 進 し て い き た い 。 皆さ ま と 力 を 合 わ せ 、 一 日 で

　
■
市 内 の 道 路 な ど イ ン フ

ラ 整 備 に つ い て　
道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 に

よ る 物 流 ・ 防 災 機 能 の 向 上を 目 指 し て 荒 川 沖 木 田 余 線の ４ 車 線 化 を 進 め て い る 。昨 年

1 2月 に 一 部 供 用 開 始 し

て お り 、 今 後 も 引 き 続 き 、駅 方 面 に 向 か っ て 用 地 買 収な ど を 進 め 、 全 線 ４ 車 線 化を 目 指 す 。　
田 村 沖 宿 線 延 伸 道 路 は 国

道 ３ ５ ４ 号 お お つ 野 団 地 入口 交 差 点 か ら 、 神 立 駅 東 地区 方 面 の 区 間 を 整 備 す る 。こ れ に よ り 南 北 方 面 の 道 路網 強 化 を 図 る と と も に 、 近隣 の 学 校 へ 通 学 す る 児 童 ・生 徒 の 安 全 な 歩 行 者 ・ 自 転車 空 間 を 確 保 す る 。　
木 田 余 神 立 線 （ Ⅱ 期 ） は2 3年 度 か ら 道 路 改 良 工 事 を

進 め て い る 。 中 貫 白 鳥 線 から 北 側 の 未 整 備 区 間 を 整 備し 、 南 北 軸 の 道 路 ネ ッ トワ ー ク 強 化 を 図 る と と もに 、 神 立 小 学 校 の 通 学 路 とし て 、 児 童 の 安 全 確 保 を 図る 。　
■
入 札 制 度 の あ り 方 に つ

い て　
本 市 の 入 札 の 方 式 は 一 般

競 争 入 札 と 指 名 競 争 入 札 があ る が 、 工 事 等 に お い て は一 般 競 争 入 札 を 原 則 と し てい る 。 電 子 入 札 を 導 入 し てお り 、 予 定 価 格 に つ い て は原 則 事 前 公 表 と し 、 公 正 性と 透 明 性 の 確 保 に 努 め て いる 。　
入 札 に 付 す 条 件 と し て 、

地 域 要 件 や 実 績 要 件 等 が ある が 、 地 域 要 件 は 競 争 性 の確 保 を 前 提 と し て 地 域 経 済活 性 化 、 地 元 事 業 者 の 育 成等 を 図 る た め 、 市 内 発 注 を原 則 と し て い る 。　
大 規 模 案 件 に つ い て も Ｊ

Ｖ 発 注 と す る こ と で 地 元 事

設 計 等 に 着 手 す る 。　
■
地 域 経 済 の 活 性 化 に つ

い て　
地 域 経 済 活 性 化 に 向 け て

中 心 市 街 地 ま ち な か 再 生 事業 を 推 進 す る 。

2 1年 度 に は 、

中 央 地 区 の 地 域 特 性 を 活 かし た ま ち づ く り 施 策 の 調 査検 討 を 実 施 し た 。

2 2年 度 に

中 央 一 丁 目 地 区 の 事 業 化 に向 け た 調 査 検 討 等 を 実 施 。
2 3年 度 は 中 央 一 丁 目 地 区 に

つ い て 地 元 意 向 調 査 や 民 間事 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ 等 を踏 ま え て 、 事 業 手 法 や 地 区整 備 方 針 等 を 検 討 に 取 り 組ん だ 。　
今 後 は 導 入 施 設 、 事 業 手

法 、 地 区 整 備 方 針 の 検 討 等を 進 め 、 基 本 構 想 案 を 策 定し て い く 予 定 。　
桜 土 浦 イ ン タ ー チ ェ ン ジ

と 土 浦 北 イ ン タ ー チ ェ ン ジ周 辺 の 開 発 も 進 め て い く 。桜 土 浦 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周辺 地 区 で は

2 3年 ５ 月 に 地 権

者 組 織 が 立 ち 上 が っ た こ とか ら 、 地 権 者 組 織 を 中 心 に土 地 区 画 整 理 事 業 の 勉 強 、事 例 視 察 、 事 業 内 容 の 検 討等 を 行 い 、 現 在 、 仮 同 意 の取 得 を 進 め て い る 。 今 後 は土 地 区 画 整 理 の 事 業 化 に 向け 、 調 査 等 を 進 め る と と もに 、  合 意 形 成 を 図 っ て い く 。　
土 浦 北 イ ン タ ー チ ェ ン ジ

周 辺 地 区 に お い て も 、 地 権者 の 土 地 利 用 の 意 向 把 握 を行 う と と も に 、 企 業 の 動 向を 注 視 し な が ら 、 周 辺 環 境に 配 慮 し た 土 地 利 用 の 誘 導

　
東 海 村 建 設 業 協 同 組 合

（ 澤 畠 弘 樹 理 事 長

＝ 写 真 中

央
） は 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地

震 を 受 け て 、 災 害 義 援 金
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も 早 い 実 現 に 向 け て 全 力 で取 り 組 ん で い く 。　
■
子 育 て 支 援 に つ い て

　
重 点 事 業 と し て ま ず は 子

育 て 支 援 の 充 実 に 取 り 組 みた い 。 本 市 で は 急 激 な 物 価高 騰 に 伴 う 経 済 的 負 担 の 軽減 を 図 る た め 、 全 て の 市 立小 ・ 中 ・ 義 務 教 育 学 校 へ 通う 児 童 生 徒 の 学 校 給 食 費 の無 償 化 を 行 っ た 。　
ま た 私 が 就 任 し た 当 初 は

公 立 保 育 所 の 民 営 化 が 進 んで い た が 、 保 育 サ ー ビ ス の基 準 や 保 育 環 境 の セ ー フテ ィ ネ ッ ト と し て の 役 割 を担 う 公 立 保 育 所 は 今 後 も 必要 で あ る と 思 い 、 公 立 保 育所 ４ 施 設 は 今 後 も 存 続 さ せる こ と を 決 定 し た 。 そ の うち １ 施 設 は 昨 年

1 0月 に 幼 保

連 携 型 の 「 土 浦 市 立 認 定 こど も 園 土 浦 幼 稚 園 」 と し て開 園 し て い る 。　
ま た 、 児 童 ク ラ ブ の 利 用

児 童 数 が 増 加 し て い る 傾 向が あ る と こ ろ に つ い て は 児童 ク ラ ブ の 新 設 を 予 定 し てい る 。　
さ ら に 学 校 施 設 の 整 備 も

進 め る 。 国 の 予 算 を 活 用 して 、 小 学 校 及 び 中 学 校 の 長寿 命 化 改 良 工 事 を 実 施 す ると と も に 、 全 て の 市 立 小 ・中  ・  義 務 教 育 学 校 を 対 象 に 、和 式 ト イ レ の 洋 式 化 へ の 改修 工 事 を 完 了 さ せ る 。　
（ 仮 称 ） 上 大 津 地 区 統 合

小 学 校 は ２ ０ ２ ８ 年 度 の 開校 を 目 指 し 、 学 校 用 地 取 得を 行 う と と も に 基 本 ・ 実 施

業 者 育 成 へ 受注 機 会 の 確 保に 努 め て いる 。 ま た 、 実績 要 件 に つ いて は 難 易 度 が高 い な ど 実 績を 求 め る こ とが 適 当 と 認 めら れ る 工 事 につ い て 設 定 して い る 。 ダ ンピ ン グ 対 策 とし て は 、 最 低制 限 価 格 制 度

を 導 入 し 、 国 、 県 と 同 様 のモ デ ル を 採 用 し て い る 。　
業 務 委 託 等 で は 、 予 定 価

格 の 算 定 が 設 計 積 算 で な いも の に つ い て は 、 予 定 価 格事 後 公 表 と し て 、 指 名 競 争入 札 を 行 っ て い る 。　
現 行 の 総 合 評 価 落 札 方 式

に よ る 入 札 は 、

2 1年 度 に 地

元 建 設 業 協 会 と の 協 議 や 要綱 等 の 整 備 を 行 い

2 2年 度 か

ら 実 施 し て い る 。 現 在 は 土木 一 式 Ａ ク ラ ス の 工 事 に おい て 、 規 模 や 工 事 内 容 を 検討 し 採 用 し て い る が 、 今 後も 地 元 建 設 業 協 会 と 意 見 交換 を 行 い な が ら 、 新 年 度 以降 も 順 次 拡 大 し て い き た いと 考 え て い る 。　
■
建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー

ジ　
建 設 業 界 に お い て は 、 ２

０ ２ ４ 年 問 題 と さ れ る 建 設業 に お け る 時 間 外 労 働 の 罰則 付 き 上 限 規 制 へ の 対 応 に苦 慮 し て い る こ と と 思 う 。本 市 と し て も 、 入 札 関 係 事

を 図 っ て い く 。　
そ し て 市 内 に は 神 立 駅 、

荒 川 沖 駅 、 土 浦 駅 と ３ つ の駅 が あ る 。 神 立 駅 で は

2 3年

度 で 西 口 の 整 備 が 完 了 した 。 今 後 は 東 口 の 整 備 も 検討 し て い く 。 荒 川 沖 の 駅 前の 整 備 も こ れ か ら 考 え て いき た い 。　
■
そ の ほ か の 重 点 事 業 に

つ い て　
市 民 の 憩 い の 場 で あ る と

と も に 、 歴 史 的 資 源 で も ある 亀 城 公 園 （ 土 浦 城 址 ） を活 用 し 、 交 流 人 口 の 拡 大 を図 る 。

2 4年 度 に は 施 設 の 更

新 工 事 を 実 施 。 こ の 更 新 工事 や イ ベ ン ト な ど を 通 じ 、多 く の 来 訪 者 に 「 こ の 地 には 以 前 土 浦 城 が あ っ た 」 とい う こ と を 認 識 し て も ら いた い 。　
そ の ほ か 「 自 転 車 の ま ち

土 浦 」 と し て サ イ ク リ ン グ環 境 の 充 実 を 図 っ て い く 。車 道 へ の 矢 羽 根 等 の 路 面 標示 を 実 施 し 、 安 心 し て サ イク リ ン グ が で き る 環 境 を 整え る 。　
■
ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ

ン ジ の 整 備 に つ い て　

2 0年 度 か ら ス マ ー ト イ ン

タ ー チ ェ ン ジ 設 置 の 可 能 性に つ い て 検 討 を 開 始 し 、 土浦 北 イ ン タ ー チ ェ ン ジ と 桜土 浦 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 中間 地 点 と な る 県 道 土 浦 境 線と 県 道 土 浦 大 曽 根 線 の ２ カ所 の 絞 り 込 み を 行 っ た 。　

2 1年 度 か ら は 国 の 相 談 会

に 参 加 し 、 関 係 機 関 か ら の助 言 を い た だ き な が ら 、 総合 的 な 検 討 の も と 、 一 定 数の 交 通 量 が 見 込 め る 県 道 土浦 境 線 へ の 接 続 を 最 適 案 の候 補 と し た 。 ま た 、 国 土 交通 省 へ の 要 望 活 動 を 行 った 。　

2 3年 ９ 月 ８ 日 に 国 に お い

て 準 備 段 階 調 査 箇 所 に 選 定さ れ た 。 今 後 は 早 期 の 新 規事 業 化 に 向 け 、 国 や Ｎ Ｅ ＸＣ Ｏ 東 日 本 な ど 関 係 機 関 と連 携 を 図 り 取 り 組 ん で いく 。

万 円 を 東 海 村 に 寄 付 し た 。９ 日 に 澤 畠 理 事 長 、 大 城 辰也 副 理 事 長 （

写 真 左

） が 村

役 場 を 訪 れ 、 山 田 修 東 海 村長 （

写 真 右

） に 目 録 を 手 渡

し た 。

　
目 録 を 受 け 取 っ た 山 田 村

長 は 「 大 変 心 強 い ご 支 援 に感 謝 を 申 し 上 げ る 。 被 災 地支 援 に つ な げ て い く 」 と お礼 を 述 べ た 。　
澤 畠 理 事 長 は 「 被 災 地 の

災 害 復 旧 な ど 、 支 援 に 役 立て て い た だ け れ ば 幸 い 」 と述 べ た 。　
義 援 金 は 、 地 域 福 祉 課 か

ら 日 本 赤 十 字 社 に 届 け ら れる と い う 。 で 、 視 線 誘 導 標 ガ イ ド ポ スト 受 領 式 を 開 催 。 牧 野 利 英樹 脂 ・ ウ レ タ ン 事 業 部 長 をは じ め と す る 関 係 者 ３ 人 が出 席 し 、 豊 田 稔 北 茨 城 市 長に 目 録 を 手 渡 し た 。　
寄 贈 し た の は 、 新 型 視 線

誘 導 標 識 柱 ネ オ ポ ス ト コ ーン

5 0本 と 、 車 両 進 入 抑 止 柱

ハ イ ブ リ ッ ド ポ ス ト

2 2本 。

ハ イ ブ リ ッ ト ポ ス ト に つ いて は 、 市 漁 業 歴 史 資 料 館 よう ・ そ ろ ー 内 の 祭 事 船 周 囲の 既 存 ガ イ ド ポ ス ト の 交 換も 請 け 負 っ た 。　
受 領 式 で 豊 田 市 長 は 「 昨

年 に 続 く ネ オ ポ ス ト コ ー ンの 寄 贈 、 な ら び に ハ イ ブリ ッ ド ポ ス ト の 交 換 に 対 して 、  深 く 感 謝 を 申 し 上 げ る 。安 心 し て 通 行 で き る 道 路 環境 整 備 に 活 用 さ せ て い た だく 」 と 謝 辞 。　
牧 野 事 業 部 長 は 「 地 元 の

交 通 事 故 防 止 と 歩 行 者 の 安全 確 保 に 貢 献 で き れ ば 」 と述 べ た 。成 を 予 定 し て い る 。　
建 設 予 定 地 は 坂 東 市 馬 立

字 南 の 台 １ ２ ６ ５

－

1 1、 １

２ ６ ６

－ １ ほ か 。 敷 地 面 積

は 約 ６ ６ ８ ７ ㎡ 。 市 道 弓 馬田 １ ４ １ 号 線 に 面 し 、 周 辺に は コ バ ッ ク ス 岩 井 工 場 など が あ る 。　
建 物 規 模 は Ｗ 造 平 屋 建

　
建 築 資 材 の 購 入 ・ 加 工 お

よ び 販 売 業 な ど を 主 な 事 業と す る ポ ラ テ ッ ク ㈱ （ 埼玉 県 越 谷 市 新 越 谷 １

－
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－

２ ） は 、 坂 東 市 内 で 倉 庫 ・付 属 管 理 事 務 所 の 新 築 工 事を 実 施 す る 。 設 計 お よ び 施工 に つ い て は 、 直 営 で 行 うも よ う 。 ４ 月

1 1日 ま で の 完

　
日 立 市 は 、 南 ひ た ち 野 公

園 （ 石 名 坂 町 １

－

4 2） の 整

備 を 計 画 し て い る 。 公 園 の敷 地 面 積 の 拡 張 工 事 を 計 画し て お り 、 工 事 に 向 け た 測量 調 査 業 務 は ㈱ 山 形 測 量 が担 当 す る 。　
現 在 の 公 園 の 広 さ は ６ ９

６ ㎡ 。　
敷 地 面 積 を 拡 張 し 、 敷 地

内 で 高 低 差 が あ る た め 平 坦に す る 工 事 を 想 定 し て いる 。  測 量 調 査 を 終 え て か ら 、具 体 的 な 規 模 を 定 め て い くと の こ と 。　
な お 、 着 工 時 期 は 現 時 点

で は 未 定 と し て い る 。て 、 延 べ 面 積 ２ ７ ５ ３ ・ ５６ ㎡ 、 最 高 高 さ ８ ・ ２ ４ ｍを 想 定 し て い る 。　
ポ ラ テ ッ ク は 建 築 資 材 の

購 入 等 の ほ か 、 建 築 資 材 およ び 機 器 の 研 究 開 発 、 製 造販 売 業 、 住 宅 の 設 計  ・  建 築  ・監 理 ・ 請 負 業 務 、 不 動 産 の購 入 ・ 販 売 ・ 交 換 、 そ の 代理 仲 介 な ど を 主 な 事 業 と して い る 。

特 集 ／ 安 藤 真 理 子 土 浦 市 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー

『 夢 の あ る 、 元 気 の あ る 土 浦 』 の 実 現
～ 子 育 て 支 援 の 充 実 や 地 域 経 済 の 活 性 化 に 力 ～

　
昨 年

1 0月 に ２ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 安 藤 真 理 子 土 浦 市 長 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 と 戦 い な が ら 、  様 々 な 計 画 の 策 定 に 取 り 組 み 、  種 ま き を 進 め た １ 期 目 。２ 期 目 の ４ 年 間 で は 大 輪 の 花 を 咲 か す べ く 施 策 に 取 り 組 ん で い く 。 子 育 て 支 援の 充 実 や 地 域 経 済 活 性 化 に 力 を 注 ぎ 、 土 浦 市 民 の 夢 で あ る つ く ば エ ク ス プ レ ス（ Ｔ Ｘ ） 延 伸 の 実 現 に 尽 力 。  「 夢 の あ る 、 元 気 の あ る 土 浦 」 の 実 現 に 意 欲 を 燃 やす 安 藤 市 長 に ２ 期 目 の 展 望 を 聞 い た 。

�

（
聞 き 手 ＝ 小 泉 孝 司 代 表 取 締 役

）

Ｉ Ｃ 周 辺開
　 　

発 事 業 化 向 け 合 意 形 成

　
Ｎ Ｏ Ｋ ㈱ 北 茨 城 事 業 場

は 、 安 心 ・ 安 全 な 道 路 環 境整 備 に 役 立 て て も ら お うと 、 視 線 誘 導 標 ガ イ ド ポ スト 計

7 2本 を 寄 贈 し た 。 ７ 日

に は 北 茨 城 市 役 所 庁 議 室

安 藤

　
真 理 子  （ あ ん ど う  ・  ま り こ ）  １ ９ ６ ０ 年  （ 昭

和

3 5年 ）

1 1月

1 8日 生 ま れ の

6 3歳 。 成 城 大 学 短 期

大 学 部 卒 。 土 浦 市 議 会 議 員 （ ２ 期 ）  、 県 議 会 議 員（ ２ 期 ） を 経 て ２ ０ １ ９ 年 の 市 長 選 挙 で 初 当 選 を果 た し た 。
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小  ・  中 校 の 長 寿 命 化 実 施 へ

Ｔ Ｘ 土 浦 延 伸 を 前 進

▲ 地 域 福 祉 課 を 通 じ て 日 本 赤 十 字 社 に 届 け ら れ る

▲ 受 領 式 で 豊 田 市 長 に 目 録 が 手 渡 さ れ た

能 登 半 島 地 震
　 災 害 義 援 金

公 園 敷 地 を 拡 張山 形 が 測 量 調 査

《 日 立 市 》

直 営 で ４ 月

1 1日 頃 完 成

坂 東 市 に 倉 庫 等 新 築ポ ラ テ ッ ク ㈱

新 聞 購 読 の お 申 し 込 み は０ ２ ９

－ ２ ９ １

－ ８ ８ ５ ５

東 海 村 建 設 業 協 同 組 合

被 災 地 の 災 害 復 旧 へ

視 線 誘 導 標 ガ イ ド ポ ス ト

北 茨 城 市 へ 計 7 2 本 寄 贈
N O K ㈱ ／ 道 路 環 境 整 備 の 活 用 に
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部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 室 長監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

務 を 通 じ て 業 界 の 皆 様 方 と協 働 し 、 取 り 組 ん で ま い りた い 。　
新 年 度 か ら 電 子 契 約 や 電

子 保 証 を 導 入 し 、 労 働 時 間の 短 縮 に 寄 与 す べ く 段 階 的に 取 り 組 ん で い く 。 ま た 、工 事 関 係 に お い て は 、 週 休２ 日 工 事 や Ｉ Ｃ Ｔ 工 事 、 快適 ト イ レ 等 の 労 働 環 境 の 改善 に 関 す る も の に 対 し て も順 次 対 応 し て い く 。 土 浦 市が 「 選 ば れ る ま ち 」 に な らな け れ ば い け な い よ う に 建設 業 も こ れ か ら 先 「 選 ば れる 企 業 」 に な ら な け れ ば なら な い 。 そ の た め 、 わ れ われ も 微 力 な が ら ご 協 力 さ せて い た だ き た い 。　
そ し て 緊 急 時 に 何 よ り も

頼 り に な る の が 建 設 業 の 皆さ ま 。 自 然 災 害 時 の 応 急 復旧 だ け で な く 、 鳥 イ ン フ ルエ ン ザ な ど の 防 疫 作 業 で も最 前 線 で 対 応 し て 下 さ っ てお り 本 当 に 感 謝 し て い る 。何 か あ れ ば す ぐ に 地 元 の 建設 業 者 が 駆 け 付 け て 下 さり 、 大 変 心 強 い 。　
本 市 と し て は 企 業 誘 致 を

視 野 に 入 れ た 開 発 で 地 域 を活 性 化 さ せ た い と 考 え て いる 。 雇 用 、 税 収 を 上 げ る ため 柔 軟 に 規 制 緩 和 を 進 め たい 。 今 後 の 都 市 施 策 の 指 針と な る 都 市 計 画 マ ス タ ー プラ ン の 見 直 し を 実 施 し て おり 、 そ の 実 現 の た め 発 注 でき る 仕 事 を 増 や し た い と 思う 。 皆 さ ま が 「 仕 事 が 忙 しく て 困 る く ら い だ 」 と 思 って い た だ け る よ う 努 力 し てま い り た い 。


